
今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠

東
　
　
辻
　
　
保

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
問
題
の
所
在

二
、
方
法

三
、
原
拠
と
の
対
照

四
、
結
び
に
代
え
て
ー
一
つ
の
推
論

は
　
じ
　
め
　
に

か
つ
て
筆
者
は
、
中
世
の
説
話
に
お
い
て
は
判
断
表
現
に
「
も
の
な
り
」
よ
り
も
「
こ
と
な
り
」
を
用
い
る
方
が
、
そ
の
出
現
率
が
高
い

（1）

と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
が
有
っ
た
。
た
だ
そ
の
論
文
で
は
、
未
だ
今
昔
物
語
集
に
言
及
し
得
な
い
ま
ま
で
終
っ
て
い
た
の
で
、
小
稿
に

お
い
て
そ
の
課
題
を
果
そ
う
と
思
う
。

一

、

問

題

の

所

在

ま
ず
用
例
を
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
地
の
文
）

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠

五
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又
其
ノ
家
二
一
ノ
脾
有
り
、
長
者
ヲ
養
ヒ
家
業
ヲ
助
ク
ル
却
嘲
。
・
（
巻
二
、
四
〇
、
期
∴
望

彼
／
諸
道
ガ
父
ハ
、
極
メ
テ
武
キ
者
写
有
㌘
（
巻
一
七
、
三
、
5
9
7
7
）

此
レ
ヲ
思
フ
こ
、
仏
物
ハ
量
元
ク
罪
重
キ
喝
ノ
リ
。
（
巻
一
九
、
≡
、
甲
6
、
注
文
）

童
部
ナ
レ
ド
モ
此
ク
賢
ク
奴
ハ
難
有
キ
者
也
。
（
巻
二
三
、
一
六
、
響
9
、
注
文
）

然
レ
バ
、
人
ノ
為
ニ
ハ
、
強
二
不
悪
マ
ジ
キ
者
也
。
…
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。
（
巻
二
六
、
一
四
、
響
5
、
注
文
）

然
レ
パ
、
蛇
ノ
心
ハ
奇
異
ク
怖
シ
キ
劃
嘲
刀
シ
。
（
巻
二
九
、
三
九
、
獅
∴
冥
注
文
）

平
中
心
疾
キ
司
享
、
此
レ
ヲ
心
得
ル
様
（
巻
三
〇
、
一
、
響
3
）

喜
キ
ニ
モ
身
節
フ
物
也
ゲ
リ
。
（
巻
三
〇
、
一
、
甲
6
）

其
ノ
寺
ノ
中
等
ハ
宗
ト
此
ノ
事
ヲ
可
沙
汰
キ
者
ニ
テ
有
ケ
ル
こ
、
（
巻
三
一
、
二
四
、
2
2
1
9
）

此
レ
ヲ
思
フ
二
、
鮨
鮎
本
ヨ
リ
然
様
ダ
チ
タ
ル
物
ナ
レ
バ
、
何
ニ
ト
モ
不
見
エ
ジ
（
巻
三
二
三
二
、
3
9
1
3
）

朝
ニ
ハ
出
テ
暮
ニ
ハ
返
ル
、
定
ル
割
也
。
（
巻
一
、
三
三
、
m
∴
曇

然
レ
バ
、
父
母
二
孝
ス
ル
事
ハ
、
天
ノ
哀
ビ
給
7
割
也
l
。
不
孝
ノ
人
ヲ
パ
、
天
、
皆
、
憎
ミ
給
フ
朝
風
。
（
巻
九
、
八
、
l
9
7
1
6
）

一
人
見
タ
ル
宰
鍔
バ
僻
目
ト
モ
可
疑
キ
二
、
皆
同
ク
見
レ
パ
、
可
疑
二
非
ズ
。
（
巻
一
二
、
二
二
、
Ⅲ
∴
曇

此
レ
ハ
早
ウ
、
天
皇
ト
吾
タ
ロ
合
セ
テ
、
他
人
吉
ク
誠
㌢
為
こ
構
サ
セ
給
ヘ
ル
劃
咄
ゲ
リ
。
（
巻
二
二
、
八
、
掴
∴
曇

六

物
不
成
サ
ヌ
国
ノ
司
ノ
許
二
、
六
衛
府
ノ
人
発
テ
行
ク
事
ヲ
バ
、
不
為
ヌ
事
二
ナ
ム
有
ケ
ル
。
（
巻
二
八
、
五
、
航
∴
已

然
レ
バ
祖
ハ
子
ヲ
愛
ス
ル
事
誓
ヒ
元
キ
事
㌢
ド
賢
キ
者
ハ
兼
テ
子
ノ
心
ヲ
知
テ
、
此
ク
不
孝
シ
テ
、
後
ノ
過
ヲ
不
蒙
ヌ
也
ケ
リ
。
（
巻
二
九
、
一

1
5
8
－
1
2
、
注
文
）

可
遁
キ
事
二
モ
非
ネ
バ
、
片
端
ヨ
リ
皆
獄
二
被
禁
号
。
（
巻
二
九
、
七
、
闇
T
3
）

其
ノ
尼
、
本
ヨ
リ
公
二
申
シ
テ
行
フ
事
ニ
チ
モ
元
カ
リ
ケ
レ
パ
、
訴
へ
申
ス
事
モ
無
カ
リ
ケ
リ
。
（
巻
三
二
、
一
、
紺
∴
曇

一
、



（
会
　
話
）

健
ハ
徳
ヲ
以
テ
報
㌢
健
元
キ
者
倒
。
（
巻
一
、
二
九
、
周
∴
望

生
煮
㌶
㌣
亀
ハ
命
長
が
キ
者
霊
海
l
走
り
入
用
㌣
答
フ
。
（
巻
三
、
三
、
2
7
1
2

智
恵
有
ル
ト
元
キ
ト
、
心
利
ト
遅
撃
顕
ハ
。
騒
キ
吻
倒
錯
ト
語
り
伝
鏡
㌦
（
巻
四
、
二
五
、
響
1
3
、
注
文
）

付
ヌ
ル
痢
ハ
不
失
ヌ
吻
判
汝
ヂ
猶
信
㌣
。
（
巻
五
、
二
四
、
畢
9
）

盗
拓
、
弟
也
卜
云
等
我
ガ
教
へ
。
可
随
キ
者
。
非
ズ
。
（
巻
一
〇
二
五
、
轡
4
）

野
ノ
中
。
此
ク
弄
テ
置
タ
ル
物
霊
ヨ
モ
只
写
不
弄
ジ
、
定
テ
様
有
ル
物
㌘
（
巻
∵
九
、
≡
、
準
1
1
）

然
レ
バ
女
ノ
心
ハ
怖
シ
キ
劃
鼎
ナ
諸
語
り
伝
㍍
ヤ
。
（
巻
二
七
、
二
〇
、
轡
6
、
注
文
）

而
二
今
、
母
子
ノ
中
ヲ
離
別
㌢
給
ハ
ム
事
、
慈
悲
売
キ
事
l
元
㌣
」
云
テ
（
巻
一
、
一
七
、
鮎
∴
e

我
が
家
二
ハ
衣
服
・
財
宝
・
宮
殿
等
、
皆
、
自
然
ラ
有
ル
事
l
嘲
。
（
巻
二
、
二
三
、
畢
1
3
）

水
大
仙
夕
器
ハ
錐
小
モ
万
里
ノ
景
ハ
浮
プ
割
増
（
巻
四
、
二
五
、
響
6
）

此
レ
ヲ
思
フ
こ
、
心
猛
キ
人
ノ
為
ニ
ハ
、
変
化
ノ
者
モ
顕
ル
、
朝
風
ド
ゾ
人
云
ケ
ル
ト
ナ
ム
（
巻
一
〇
、
一
六
、
3
9
1
8
、
注
文
）

「
前
ノ
世
ノ
果
報
㌢
観
音
ノ
カ
及
バ
セ
不
給
ヌ
事
。
。
ソ
ハ
」
ト
泣
ち
申
シ
テ
（
巻
二
六
、
二
九
、
聖
4
）

三
宝
ハ
、
其
l
志
ヲ
発
シ
テ
犯
シ
給
フ
事
霧
雨
有
ラ
メ
。
（
拳
一
七
、
四
四
、
甜
∴
曇

其
レ
。
、
修
行
ノ
次
二
此
二
御
㌶
ル
希
有
ノ
劃
也
。
（
巻
一
九
、
四
、
甲
8
）

此
ク
等
ノ
道
ハ
極
テ
怖
シ
キ
事
こ
テ
有
ル
也
ト
ゾ
、
人
語
リ
シ
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。
（
巻
二
四
、
二
二
、
牢
3
、
注
文
）

然
レ
バ
「
人
離
ル
タ
ラ
所
。
ハ
、
幼
キ
児
共
ヲ
バ
不
達
㌢
劃
嘲
」
㌘
人
云
ケ
ル
。
（
巻
二
七
、
二
九
、
甲
3
、
注
文
）

此
レ
、
更
こ
不
有
㌢
劃
也
、
糸
便
元
シ
。
（
巻
二
九
、
二
九
、
備
T
3
）

本
ノ
妻
ノ
情
。
ハ
必
ズ
返
り
可
棲
キ
劃
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。
（
巻
三
〇
、
二
、
響
6
、
注
文
）

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠

七
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1
＼ノ

（
心
　
話
）

父
母
「
此
レ
ハ
聖
人
ト
可
成
キ
者
凰
ケ
リ
」
ト
心
得
テ
（
巻
一
二
、
三
三
、
準
6
）

速
二
財
ヲ
投
テ
功
徳
ヲ
営
メ
。
財
ハ
永
ク
我
が
身
二
副
フ
物
二
非
ズ
」
ト
（
巻
一
四
、
一
〇
、
2
9
4
9

我
レ
。
ソ
此
道
こ
取
テ
世
二
勝
タ
ル
者
ナ
レ
。
（
巻
二
輿
一
五
、
響
7
）

我
レ
、
狐
ノ
身
ヲ
以
テ
象
ノ
王
ト
成
㌢
ソ
不
思
懸
ヌ
劃
也
。
（
巻
五
、
二
〇
、
m
∴
讐

必
ズ
、
当
来
ノ
弥
勒
ノ
世
。
可
生
シ
』
ト
釈
迦
仏
説
キ
置
キ
給
ヘ
ル
事
霊
仏
ノ
御
法
ヲ
信
ゼ
ム
人
、
此
レ
ヲ
可
疑
キ
。
非
ズ
。
⊥
ト
恩
給
テ
（
巻

二
一
、
二
四
、
1
6
5
－
1
4
）

さ
て
、
調
査
の
結
果
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
　
〔
表
I
〕
　
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
読
み
取
り
得
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
共
に
会
話
や
心
話
に
多
用
さ
れ
、
中
で
も
「
こ
と
な
り
」
は

著
し
く
、
そ
れ
に
比
べ
て
地
の
文
に
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
で
再
び
取
り
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

次
に
、
〔
表
I
〕
を
グ
ラ
フ
に
示
し
て
み
る
と
、
〔
図
I
〕
　
の
如
く
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
〔
図
I
〕
を
見
て
い
て
思
い
合
わ
せ
ら
れ
る
の
は
、
か
の
、
今
昔
物
語
集
の
巻
二
〇
の
辺
り
を
境
と
し
て
前
半
に
漢
文
訓
読
系

語
彙
が
目
立
ち
、
後
半
に
は
和
文
系
語
彙
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
を
示
す
図
表
で
あ
る
。
そ
れ
を
〔
図
H
〕
と
し
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系

『
今
昔
物
語
集
四
』
か
ら
借
用
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
昔
物
語
集
の
前
半
、
後
半
に
頭
著
に
見
ら
れ
る
文
体
差
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
、
上
記
『
今
昔
物
語
集
四
』
　
に
説
か
れ
て
い
る
以
上
に
付
け
加
え
る
べ
き
も
の
は
無
い
で
あ
ろ
う
。

今
、
図
I
、
図
H
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
図
H
の
点
線
で
示
さ
れ
て
い
る
ド
モ
の
分
布
と
、
図
－
の
中
で
も
実
線
で
示
さ
れ
た
コ
ト
ナ
リ

の
分
布
と
が
甚
だ
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、

Ⅲ
　
図
I
、
H
と
も
に
、
巻
一
九
以
前
と
以
後
と
で
は
、
数
値
に
明
ら
か
な
差
異
が
見
ら
れ
る
。

畑
　
ド
モ
の
最
頂
点
を
示
す
巻
二
九
は
、
コ
ト
ナ
リ
に
お
い
て
も
、
又
モ
ノ
ナ
リ
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ド
モ
の
谷
間
を
示
す
巻
一



話会 話、レ 地 計

拳 リナトコ ‖Hノ
ナノモ リナトコ ＝

ノ
ナノモ リナトコ リナノモ リナトコ リナノモ

一 131 16 1 13 261 17

二31 4 1 11 1 141 6

三6 3 1 7 3

四 341 14 5 1 351 19

五41 0
0 5 3 24 2 232 31

六4 2 1 1 5 3

七2 1 1 1 1 4 2

九2 3 1 39 1 321 4

岩 712 11 4 3 5 703 41

＝ 17 4 1 1 11 3 29 8

三 661 18 9 2 131 1 70
0

3 111

‾三 26 3 2 1 28 4

‾
四

302 4 5 39 2 643 6

‾五 1112 3 1 48 5103 3

＝
ハ

462 7 6 2 7 5 493 41

‾七 481 3 4 58 4 903 7

完 984 15 7 1 461 2ハU1 3117 361

二
〇

904 16 16 2 47 4 4135 121

二
ニ
7 1 2 1 2 1 11 3

童 38 1 2 341 17 632 19

二
四

432 1 4 3 39 8 763 21

二
五 342 1 3 4 5 ’の82 9

ニ
火 503 2 6 2 341 11 805 15

ニ
七 972 33 3 5182 11 4285 44

二
八 6∩フ2 8 3 2 681 11 2105 12

二
九

624 211 6 16 732 531 3117 803

三
〇 17 4 2 2 311 7 402 31

三
一

341 4 26 3 0102 01 5104 71

計
205 021 58 64 0032 99 528 562

001 01 3 1 97 01 281 12

るあで数内で数例る
＋
ノおに文注ま

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠

九
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数例用
話心話会 地

％数例 ％数例

リナトコ 528 785 217 832 982

＝
ノ

ナノモ 562 661 626 99 473

リ

リ

け

＋
〃

コ

モ

0901 357 196 733 903

数例用文注

‘
リナトコ 午798281

リナノモ 沿30112

計 001302

七
、
二
二
、
二
五
、
三
〇
の
各
巻
は
、
コ
ト
ナ
リ
に
お
い
て
同
様
に
谷
間
に
な
っ
て
い
る
が
、
モ
ノ
ナ
リ
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ

う
は
言
え
な
い
。
巻
一
五
以
前
に
お
い
て
は
、
ド
モ
、
コ
ト
ナ
リ
、
モ
ノ
ナ
リ
の
状
態
に
際
立
っ
た
差
異
が
見
ら
れ
な
い
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
も
そ
も
、
「
も
の
な
り
」
や
「
こ
と
な
り
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
所
謂
和
文
特
有
語
で
は
な
く
、
漢
文
訓
読
の
場
で
も
用
い
ら
れ
る
ご
く

普
通
の
用
語
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
中
で
も
特
に
「
こ
と
な
り
」
が
、
漢
文
訓
読
語
と
和
文
語
と
の
交
錯
を
示
す
典
型
的
な
分
布
図
に

一
見
極
め
て
よ
く
似
た
分
布
状
態
を
示
す
の
は
、
単
な
る
偶
然
な
の
か
、
あ
る
い
は
然
る
べ
き
理
由
が
存
し
て
意
味
の
有
る
こ
と
な
の
か
、

そ
の
と
こ
ろ
を
考
究
し
た
く
思
う
。
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1
日
山
頂
和
宮
正
津
〇
日
出
現
和
宮
正
＞
津
○
－

酬
欄
慧

ノ
ト一一一．二l…一ノ

こ
こ
で
慎
重
を
要
す
る
の
は
、
図
－
と
図
H
と
を
仔
細
に
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
の
間
に
微
妙
な
差
異
の
存
す
る
こ
と
に
気
付
く
か
ら

で
あ
る
。
即
ち
、

図
H
で
は
、
巻
一
六
が
最
初
の
際
立
っ
た
頂
点
を
示
し
、
巻
一
七
と
の
差
が
著
し
い
が
、
図
－
で
は
そ
う
で
は
な
く
、
巻
一
六
は
コ
ト

ナ
リ
に
お
い
て
は
巻
一
二
と
並
び
、
モ
ノ
ナ
リ
に
お
い
て
は
巻
一
〇
や
巻
一
二
と
並
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
図
－
の
グ
ラ
フ
を
単
純
に
前
半

と
後
半
と
の
対
比
で
見
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
は
単
に
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
の
実
数
の
み
の
比
較
に
頼
っ
た
の
で
あ
る
が
、
巻
に
よ
っ
て
長
短
の
有
る
こ
と

を
考
慮
に
入
れ
、
一
貫
当
り
の
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
の
平
均
出
現
度
数
を
各
巻
の
頁
数
倍
し
た
も
の
（
以
下
、
巻
別
平
均
値
と
称
す
る
。
）

を
求
め
て
、
そ
れ
と
実
数
と
の
比
較
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
次
の
〔
表
l
I
〕
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
を
図
－
に
記
入
す
る
と
甚
だ
見
苦
し
く



な
る
の
で
、
グ
ラ
フ
に
は
ポ
イ
ン
ト
だ
け
を
示
す
に
止
め
た
。

〔
表
H
〕

巻 リナノモ リナ
．

トコ

1 0101 3313

2 ．2311 6943

3 098 0772

4 089 2403

5 059 1592

6 369 7992

7 0qnu
8 4272

9 3211 6943

01 0701 5133

11 4901 5043

21 07ハ＝V
1 5133

31 339 6092

41 1201 8713

51 1201 8713

61 0411 2453

71 0701 5133

91 4521 5093

02 0801 0633

22 052 277

32 493 6221

42 2511 7853

52 006 2681

62 299 8803

72 059 1592

82 3211 6943

92 07．10 5133

03 074 ．5341

13 088 4272

計 55562 20528

こ
の
よ
う
に
し
て
表
H
を
資
料
に
加
え
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

2 1

「

Jヽlv
巻別し 巻0
一平、j・ヽ∨

九
○均° ま

Jヽtヵ値 で
、ら

一
七
ま
で

と
の
差
が
殆

実
数
が
巻

別 ナは
、
巻

＿

ど
無

い
。

」
平 と
均 な
値 nソ

‾
ヽ巻

よ
nソ

」

一
一

一 低
二
を
除

‾
と

＿

く
、
そ

ヽ
j1V

三 の
てと 差
実ま が
数差 大
とが き

巻均
値 巻

「

一の 五
○差 ま

一ヽ’ヵが 実
ら殆 傲
一ど が
二無 高
ま
で

）
0

LY
くヽ

と 他 も

一 ま の

六
、

巻 な

別
平
均

‾
七

」

と 値
は
、

が

実
数
、
巻
別
平

高
い
。

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠



こ
れ
を
纏
め
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

田
　
巻
二
八
以
降
は
、
実
数
が
著
し
く
高
い
点
で
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
共
通
す
る
が
、
其
他
の
巻
に
つ
い
て
は
、
両
者
を
平
行
的

に
把
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

拗
　
巻
二
八
以
降
を
除
い
て
、
「
こ
と
な
り
」
は
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
巻
で
、
実
数
と
巻
別
平
均
値
と
の
間
に
極
端
な
差
が
認
め
ら
れ
る

が
、
「
も
の
な
り
」
は
全
般
に
比
較
的
緩
や
か
で
あ
っ
て
、
約
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
巻
に
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
る
。

㈲
　
巻
一
か
ら
巻
九
ま
で
は
、
「
こ
と
な
り
」
に
お
い
て
、
連
続
的
に
実
数
と
巻
別
平
均
値
と
の
差
が
大
き
い
こ
と
は
、
上
述
の
如
く
で
あ

る
が
、
「
も
の
な
り
」
に
お
い
て
も
巻
一
〇
以
後
と
対
比
す
る
時
、
や
は
り
差
の
大
き
い
巻
が
連
続
し
て
い
る
点
で
、
共
通
性
を
有
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

㈲
　
「
こ
と
な
り
」
を
通
し
て
見
る
限
り
、
巻
一
か
ら
巻
九
ま
で
の
一
群
（
第
一
群
と
称
す
る
）
と
、
巻
一
〇
か
ら
巻
一
七
ま
で
の
中
間
的
一

群
（
第
二
群
と
称
す
る
）
、
そ
し
て
巻
一
九
以
後
の
一
群
（
第
三
群
と
称
す
る
）
の
よ
う
に
三
群
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
も
の

な
り
」
を
通
し
て
見
れ
ば
、
巻
一
か
ら
巻
九
ま
で
の
第
一
群
、
巻
一
〇
か
ら
巻
二
七
ま
で
の
第
二
群
、
そ
し
て
巻
二
八
以
後
の
第
三
群

の
よ
う
に
な
り
、
「
こ
と
な
り
」
と
の
間
に
不
均
衡
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

二
、
方
　
　
法

上
に
も
引
い
た
古
典
大
系
本
『
今
昔
物
語
集
四
』
　
二
八
貢
に
、
次
の
如
き
記
述
が
見
ら
れ
る
。



結
論
的
に
い
う
な
ら
ば
、
本
稿
の
筆
者
（
山
田
忠
雄
氏
の
こ
と
－
東
辻
注
）
は
、
叙
上
の
語
法
の
相
違
を
、
説
話
採
集
も
し
く
は
筆
録
の
際

の
対
象
の
差
で
あ
る
と
考
え
る
。
即
ち
、
対
象
が
海
彼
の
仏
経
で
あ
ろ
う
と
国
内
の
文
献
で
あ
ろ
う
と
を
問
わ
ず
、
本
集
の
編
者
は
基
本

的
な
態
度
と
し
て
は
原
文
献
を
忠
実
に
訳
出
し
よ
う
と
す
る
態
度
に
出
た
も
の
と
思
う
。
（
中
略
）
果
し
て
然
ら
ば
、
主
と
し
て
文
献
に
依

存
す
る
場
合
で
も
専
ら
口
語
り
の
伝
承
に
基
く
場
合
で
も
、
一
貫
し
た
編
者
の
態
度
は
、
対
象
に
忠
実
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
依
っ
て
推
考
し
て
み
る
の
に
、
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
の
第
一
群
の
分
布
状
態
は
、
両
者
に
些
か
の
不
一
致
が
存
す
る
に
せ

よ
、
天
竺
震
且
創
生
の
説
話
を
素
材
と
す
る
原
拠
と
、
そ
れ
の
翻
訳
と
い
う
過
程
を
有
す
る
今
昔
説
話
の
文
章
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
の

存
す
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
対
象
を
天
竺
部
震
且
部
よ
り
成
る
巻
一
〇
ま
で
に
限
定
し
て
、
そ
の
間
の
「
も
の
な
り
」
「
こ
と
な
り
」
を
有
す
る
説

話
で
、
古
典
大
系
本
に
典
拠
の
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
原
拠
と
の
対
照
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
も
と
よ
り
、
今
昔
説
話
の
原
拠

（2）

を
言
う
場
合
、
上
田
設
夫
氏
の
述
べ
ら
れ
た
如
く
、
「
（
外
来
説
話
と
の
）
相
関
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
典
を
直
接
披
見
し
て
得
た
も
の
か
、
そ
れ

と
も
一
度
伝
承
の
過
程
を
へ
て
説
話
化
さ
れ
た
も
の
か
の
問
題
」
の
横
た
わ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
所
詮
い
ず
れ
か
の
段

階
に
お
い
て
漢
文
か
ら
日
本
語
文
へ
の
訳
出
行
為
の
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
疑
い
の
無
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
対
照
し
た
原
拠
と
今
昔
説
話
と
を
掲
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
、
『
注
好
運
』
『
船
橋
本
孝
子
伝
』
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』

『
日
本
霊
異
記
』
等
の
国
内
文
献
に
つ
い
て
は
、
全
体
を
比
較
の
対
象
と
し
た
。
即
ち
、
巻
〓
以
後
の
説
話
が
そ
こ
に
含
ま
れ
る
。

巻
一
第
六
、
二
、
一
二
、
一
三
、
一
五
、
一
七
、
一
八
、
二
九
、
三
六
　
計
九
語

巻
二
　
第
四
、
二
三
、
二
四
、
二
五
、
二
六
、
二
七
、
二
八
、
三
〇
、
三
一
、
三
三
、
四
〇
、
四
一
計
一
二
語

巻
三
　
第
七
、
一
一
、
一
三
、
一
五
、
二
〇
、
二
二
　
計
六
語

第
四
　
第
三
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
一
一
、
一
二
、
二
四
、
二
五
、
三
三
、
三
四
、
三
五
　
計
一
三
語

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠



巻
五

巻
六

巻
七

巻
九

巻
一
〇

鎌
　
倉
　
時

第
二
、
三
、
四
、

第
一
、
三
　
三
、

第
一
九
、
二
六
、

第
七
、
八
、
一

代
　
語
　
研
　
究

五
、
一
三
、
一
七
、
一
八
、
一
九
、
二
四
、
二
五
、
三
二
　
計
〓
語

四
、
六
　
計
五
語

三
〇
、
四
一
、
四
八
　
計
五
語

一
、
一
三
、
二
二
、
二
四
、
二
八
、
三
一
、
三
五
、
三
六
、
四
二
、
四
四
、
四
五
　
計
一
三
語

一
六

第
二
三
、
五
、
六
、
七
、
九
、
一
〇
、
一
二
、
一
三
、
一
五
、
一
六
、
二
〇
、
二
一
、
二
二
、
二
九
、
三
二
、
三
三
、
三
五
、

巻
一
一

巻
一
三

三
八
、
三
九
　
計
二
〇
語

第
一
〇

第
九

巻
一
四
　
第
二
、
五
、
六

巻
一
五
　
第
三
〇
、
四
三

巻
一
六
　
第
二
、
二
二

巻
一
七
　
第
四
〇

法
苑
珠
林
　
経
律
異
相

過
去
現
在
因
果
経
　
撰
集
百
線
経

一
語

一
語

三
語

二
語

二
語

一
語

合
計
一
〇
四
語

大
智
度
論
　
賢
愚
経
　
雑
宝
蔵
経
　
大
唐
西
域
記
　
仏
説
覿
鵡
経
　
阿
育

王
経
　
付
法
蔵
因
縁
伝
　
神
僧
伝
　
冥
報
記
　
大
荘
厳
論
経
　
（
以
上
は
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
拠
る
）

史
記
（
和
刻
本
正
史
）
　
白
氏
文
集
（
品
娼
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
、
『
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
』
）
　
東
寺
観
智
院
蔵
注
好
選
（
『
古
代
説

話
集
注
好
選
原
本
影
印
井
釈
文
』
）
　
船
橋
本
孝
子
伝
（
写
真
複
製
）
　
大
日
本
国
法
華
経
験
記
（
日
本
思
想
大
系
）
　
日
本
霊
異
記
（
日
本
古
典
文

学
大
系
）



三
、
原
拠
と
の
対
照

本
節
で
は
、
今
昔
説
話
と
そ
の
原
拠
と
考
え
ら
れ
て
い
る
文
献
と
を
比
較
し
、
両
者
の
表
現
の
一
致
あ
る
い
は
不
一
致
等
に
つ
い
て
所
見

を
述
べ
よ
う
と
思
う
。

I
　
原
拠
の
対
訳
に
近
い
も
の

Ⅲ
　
魔
王
答
言
。
沙
門
裡
曇
。
今
坐
二
樹
下
憲
ハ
道
将
三
成
超
司
越
於
我
可
（
今
欲
レ
壊
レ
之
。
魔
子
即
便
前
諌
レ
父
言
。
（
菩
薩
清
浄
。
超
司
出

司
③
瑚
週
笥
カ
月
詞
罰
刃
④

在
因
果
経
巻
三
）

⑥

天
龍
八
部
。
威
共
称
讃
。
c
此
非
三
父
王
所
二
能
擢
屈
可
q
不
レ
須
造
悪
日
招
二
禍
答
可
（
過
去
現

シ
テ
云
ク
、
l
　
「
菩
薩
ハ
清
浄
㌢
比
プ
者
元
シ
、

旧
魔
王
ノ
転
ク
、
「
沙
門
讐
雲
、
今
樹
下
二
坐
シ
テ

ヲ
成
ジ
テ
、
我
レ
ヲ
超
テ
増

ト
　
我
レ
、
彼
レ
ヲ
破
り
乱
㌣
思
け
厄
魔
ノ
子
、
父
ヲ
珂
責

天
龍
八
部
悉
ク
守
護
ス
。

神
通
智
恵
不
明
ズ
ト
云
フ
事
元
シ
、

妨
ゲ
給
ベ
キ
事
ニ
モ
非

ズ
。
l
何
ゾ
悪
ヲ
作
り
答
ヲ
招
け
笠
　
（
巻
一
、
第
六
語
）

右
の
m
及
び
旧
の
各
傍
線
に
付
し
た
番
号
を
照
応
さ
せ
れ
ば
、
今
昔
説
話
は
、
そ
の
文
言
の
末
々
ま
で
一
致
す
る
と
い
う
の
で
は
勿
論
な

い
に
し
て
も
、
ほ
ぼ
過
去
現
在
因
果
経
の
対
訳
と
言
う
に
等
し
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
原
拠
で
は
「
此
非
三
父
王
所
二

能
推
屈
一
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
今
昔
で
は
文
意
を
汲
ん
で
「
妨
ゲ
給
ベ
キ
事
ニ
モ
非
ズ
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
日
本
語
文
化
す
る
の

に
待
遇
表
現
「
給
」
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
著
し
い
ほ
か
、
「
事
ニ
モ
非
ズ
」
で
文
を
括
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

潮
　
時
毘
舎
離
得
阿
那
含
果
。
仏
去
之
後
閑
函
見
児
三
十
二
頭
。
由
断
欲
愛
不
至
惧
悩
。
倒
伺
剋
瑚
感
謝
利
剣
訓
憩
笥
認
識
嵐
過
剰
。
駆
馳

五
道
何
苦
乃
爾
。
（
法
苑
珠
林
巻
七
三
、
十
悪
篇
第
八
四
、
殺
生
部
第
四
、
引
証
部
第
二
）

脚
　
批
舎
離
、
此
ヲ
聞
テ
阿
部
含
果
ヲ
得
ッ
。
仏
返
り
給
テ
後
、
此
ノ
筐
ヲ
開
テ
見
ル
。
、
我
ガ
子
三
十
二
人
が
頭
ヲ
入
タ
リ
。
然
リ
ト
云
等
批

舎
離
、
果
ヲ
証
霊
依
テ
愛
欲
ノ
心
ヲ
断
テ
、
此
ヲ
見
テ
歎
キ
悲
ム
事
元
シ
。
但
、
云
ク
、
「
人
生
レ
テ
必
ズ
死
ス
ル
事
也
、
永
ク
相
副
フ
事
ヲ
不

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

得
ズ
」
　
ト
。
（
巻
二
、
第
三
〇
語
）

右
の
畑
と
脚
と
に
つ
い
て
も
、
脚
は
畑
の
対
訳
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
中
で
、
「
人
生
有
死
不
得
長
久
」
を
今
昔
が
日

本
語
文
化
す
る
に
当
っ
て
、
「
人
生
レ
テ
必
ズ
死
ス
ル
事
也
」
と
「
永
ク
相
副
フ
事
ヲ
不
得
ズ
」
と
の
二
文
に
分
割
し
、
そ
の
一
方
を
「
こ
と
な

り
」
　
で
括
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

3

タ

マ

ヘ

ラ

ン

　

テ

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

ク

ル

ニ

原
谷
答
云
人
ノ
子
ハ
老
父
弄
ノ
ル
山
。
者
也
我
－
父
　
老
　
時
人
レ
之
　
将
」
弄
テ
不
レ
能
二
更
作
一
（
船
橋
本
孝
子
伝
上
㈱
）

㈲
　
厚
谷
、
答
テ
云
ク
、
「
人
ノ
子
ハ
、
老
タ
ル
父
ヲ
バ
撃
－
乗
セ
テ
山
二
弄
ッ
ル
者
也
㌣
知
ヌ
。
然
レ
バ
、
我
ガ
父
ヲ
モ
老
ナ
ム
時
二
此
ノ
啓
二
乗
セ
テ

山
二
弄
テ
ム
。
亦
、
更
ラ
ニ
器
ヲ
作
霊
ヨ
」
ト
。
（
巻
九
、
第
四
五
語
）

右
の
事
例
が
上
述
の
二
組
の
そ
れ
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
「
も
の
な
り
」
に
相
当
す
る
「
者
也
」
が
既
に
原
拠
に
存
し
、
そ
れ
を
訓
読
に
お

い
て
不
読
に
は
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
点
と
、
そ
の
ま
ま
今
昔
説
話
に
も
摂
取
し
た
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
で
あ
る
。

原
拠
と
す
る
漢
文
に
「
者
也
」
は
珍
し
く
な
い
が
、
そ
れ
を
訓
読
に
際
し
て
如
何
に
処
理
し
た
か
は
必
ず
し
も
単
純
で
な
い
よ
う
に
察
せ

ら
れ
る
。
今
、
注
好
選
に
そ
の
事
例
を
求
め
て
み
よ
う
。

佃
大
般
若
経
必
今
生
一
度
ビ
耳
二
可
ベ
キ
奉
ル
間
者
也
（
石
中
　
蛇
．
現
二
仏
身
一
説
レ
法
　
第
二
五
、
下
2
1
オ
）

テ

　

ヲ

　

　

ス

ル

天
清
地
．
顛
ノ
　
人
民
安
楽
互
有
礼
悟
孝
一
報
恩
　
者
也
（
南
王
第
二
四
、
上
6
オ
）

ユ
タ
カ
ニ
シ
テ

ノ

　

　

バ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

　

　

ヲ

こ
の
二
例
等
は
、
「
者
也
」
を
恐
ら
く
「
モ
ノ
ナ
リ
」
と
訓
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
、

も
多
い
。
他
方
、

シ
テ
　
　
　
ニ
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
テ
　
　
ノ
　
　
ニ
　
　
テ
　
　
ヲ
　
　
ル
　
　
ニ

こ
の
よ
う
に
送
仮
名
や
訓
仮
名
の
付
せ
ら
れ
て
い
な
い
例

即
命
二
　
工
人
一
令
レ
作
二
夫
人
形
一
置
二
帳
　
裏
】
抱
レ
之
　
燕
　
時
　
木
ノ
夫
人
相
　
燕
　
如
二
存
生
　
時
】
更
　
元
　
異

三
ト
者
也
（
武
帝
璽
木
ノ
后
妄
九
九
、
上
討
オ
）

こ
の
事
例
は
、
「
者
也
」
が
不
読
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
確
例
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

原
拠
を
日
本
語
文
化
す
る
に
当
っ
て
、
「
こ
と
な
り
」
を
用
い
た
と
同
様
に
「
も
の
な
り
」
を
用
い
た
例
も
存
す
る
。
次
の
如
く
で
あ
る
。



㈲
　
官
日
。
然
欲
推
罪
母
也
。
格
臼
。
不
敦
。
但
説
其
因
耳
。
此
自
烙
殺
之
也
。
官
日
。
汝
殺
他
命
。
当
日
受
之
。
言
託
忽
有
数
十
人
。
（
法
苑
珠
林

巻
七
一
、
罪
福
篇
第
八
〇
感
応
緑
）

骨
　
官
ノ
云
ク
『
然
也
。
但
シ
其
ル
ヲ
罪
ヲ
母
。
負
㌣
思
カ
』
ト
。
孔
惜
ガ
云
ク
『
敢
テ
母
不
可
負
ズ
。
只
有
リ
シ
事
ヲ
叙
プ
許
也
。
其
レ
、
自
ガ

殺
セ
ル
也
』
　
ト
。
官
ノ
云
ク
、
『
汝
ヂ
、
他
ノ
命
ヲ
殺
セ
ル
劃
也
、
当
二
罪
ヲ
可
受
シ
』
ト
云
フ
こ
、
忽
二
数
十
人
ヲ
見
ル
　
（
巻
九
、
第
二
八
語
）

以
上
掲
げ
た
よ
う
な
対
訳
に
近
い
例
は
、
し
か
し
余
り
多
く
は
な
く
、
筆
者
の
理
解
で
は
十
二
例
程
度
で
あ
り
、
そ
の
内
「
も
の
な
り
」

は
四
例
に
過
ぎ
な
い
。

H
　
原
拠
に
変
改
を
加
え
た
も
の

こ
れ
に
は
種
々
の
段
階
と
様
相
と
が
有
り
、
小
考
の
対
象
と
な
っ
た
今
昔
説
話
の
大
半
が
こ
れ
に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

A
　
表
現
の
大
幅
な
変
改

㈲
　
所
得
衆
宝
皆
悉
与
妃
。
其
妃
不
悦
。
王
語
妃
言
。
何
故
顔
不
悦
。
其
夫
人
即
説
偶
。
以
報
王
言
。
《
景
勝
大
王
聴
　
往
者
溶
猟
時
　
執

箭
或
持
刀
　
射
殺
野
亀
巳
　
剥
皮
煮
欲
熟
　
遣
我
取
水
添
　
食
用
不
留
残
　
而
証
我
言
走
》
仏
告
優
陀
夷
。
此
汝
当
知
。
爾
時
王
者
我
身

是
也
。
其
王
后
者
今
耶
輸
是
也
。
（
法
苑
珠
林
巻
一
〇
、
千
仏
篇
第
五
之
三
、
納
妃
部
第
九
、
求
婚
部
第
三
）

′

㈲
　
其
ノ
後
、
王
、
国
ヲ
治
メ
テ
財
宝
ヲ
后
二
任
七
与
フ
。
然
リ
ト
云
ヘ
ド
壬
、
后
更
二
不
善
。
王
、
后
二
云
ク
『
如
此
ク
万
事
ヲ
汝
こ
任
誓
、
何
ゾ

不
喜
げ
ル
ゾ
。
♭
后
ノ
云
ク
慧
7
、
万
ヲ
心
二
任
㌣
喜
二
非
ズ
。
昔
シ
、
我
餓
死
セ
ニ
財
宝
ヲ
得
、
万
事
ヲ
知
ラ
ス
事
非
ジ
。
此
ハ
只
、
国
ヲ
知
リ

財
ノ
多
翌
、
等
閑
。
為
ル
事
也
。
難
堪
シ
時
ハ
亀
ノ
肉
モ
独
㌢
ソ
食
シ
カ
、
我
。
ハ
一
切
残
塁
食
㌣
』
》
云
テ
不
善
細
り
。
其
ノ
時
ノ
太
子
ノ

亀
ノ
肉
ヲ
独
り
食
シ
バ
今
我
ガ
身
、
此
レ
也
。
水
ヲ
汲
二
行
シ
妻
ハ
今
ノ
耶
輸
多
羅
也
。
（
巻
三
、
第
一
三
語
）

右
の
㈲
で
は
、
王
妃
が
《
　
》
で
括
っ
た
部
分
の
偶
で
以
て
王
に
報
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
計
で
は
、
そ
の
部
分
が
す

っ
か
り
変
貌
し
、
新
た
に
付
加
さ
れ
た
傍
線
部
「
此
ハ
只
、
国
ヲ
知
り
…
」
が
「
事
也
」
で
統
括
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈲
一
小
児
冒
。
日
初
出
漁
漁
涼
涼
。
及
其
中
如
探
湯
。
此
不
為
近
者
熱
而
遠
者
涼
乎
。
孔
子
不
能
決
也
。
両
小
児
笑
日
。
執
謂
汝
多
智
乎
。
（
法

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

苑
珠
林
巻
四
、
日
月
篇
第
三
、
地
動
部
一
三
）

㈲
後
ノ
童
亦
返
テ
云
ク
、
「
日
ノ
出
ヅ
ル
時
ハ
涼
シ
。
日
中
。
至
刈
ヌ
レ
熟
㌢
湯
ヲ
探
ル
ガ
如
シ
。
軍
こ
日
ノ
出
ヅ
ル
時
ハ
近
ク
日
中
ヲ
遠
シ
ト

云
ト
ム
ヤ
」
如
此
ク
二
人
シ
テ
静
テ
間
フ
ト
云
㌫
孔
子
裁
リ
給
フ
事
不
能
。
其
ノ
時
二
二
人
ノ
小
児
咲
テ
云
ク
「
孔
子
ハ
悟
り
広
㌢
不
知
ヌ

事
不
在
謂
ト
知
り
奉
ル
こ
、
極
メ
テ
懐
。
ソ
在
㌣
レ
。
」
孔
子
此
レ
ヲ
聞
キ
給
テ
、
此
ノ
二
人
ノ
童
ヲ
感
ジ
テ
、
只
者
ニ
ハ
非
ヌ
者
瑚
㍍
ト
讃
メ
給

呈
昔
ハ
小
児
モ
如
此
キ
賢
当
ケ
也
。
（
巻
一
〇
、
第
九
語
）

法
苑
珠
林
の
孔
子
説
話
に
お
け
る
「
執
謂
汝
多
智
乎
」
が
今
昔
説
話
で
は
、
よ
り
具
体
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
「
孔
子
此
レ
ヲ
聞
キ
給

テ
」
以
下
は
今
昔
説
話
で
の
拡
幅
部
と
思
わ
れ
、
そ
の
部
分
に
「
者
也
」
が
現
わ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
拡
幅
部
の
み
に
つ
い
て
言
え
ば
、

後
述
の
「
構
成
の
変
改
」
に
属
さ
せ
る
の
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
。

B
　
表
現
の
部
分
的
変
改

肋
　
詣
仏
所
而
白
仏
言
。
婆
掟
長
者
。
今
日
命
終
之
後
為
生
何
処
。
仏
告
王
日
。
婆
提
長
者
故
福
巳
尽
斯
業
不
造
。
由
起
邪
見
断
於
善
根
。
命
終

生
在
嗜
巽
地
獄
（
法
苑
珠
林
巻
七
七
、
十
悪
篇
第
八
四
之
五
、
引
証
部
第
二
）

椚
　
王
、
仏
ノ
御
許
。
詣
デ
ノ
日
シ
テ
言
サ
ク
「
婆
提
長
者
今
日
命
終
シ
ヌ
。
生
タ
ル
間
、
樫
貪
邪
見
深
当
ッ
却
也
。
命
終
ノ
後
、
何
ナ
ル
所
。
生
け
㌢

可
知
キ
」
ト
。
仏
、
王
二
告
テ
宣
バ
ク
「
婆
提
長
者
、
本
ノ
福
業
ハ
既
二
尽
テ
、
新
キ
福
業
ヲ
未
ダ
不
造
ズ
。
亦
心
二
邪
見
ノ
ミ
有
テ
善
根
ヲ
断

誓
、
命
終
シ
テ
叫
喚
地
獄
二
堕
タ
リ
」
ト
。
（
巻
二
、
第
四
一
語
）

右
の
聞
脚
は
、
「
原
拠
の
対
訳
に
近
い
も
の
」
に
加
え
て
も
よ
い
程
、
よ
く
対
応
し
合
う
例
で
あ
る
。
た
だ
今
昔
説
話
に
は
、
「
生
タ
ル
間
、

健
貪
邪
見
深
㍑
者
也
」
と
い
う
、
念
の
入
っ
た
表
現
の
挿
入
さ
れ
て
い
る
点
が
原
拠
と
は
異
な
り
、
こ
の
挿
入
部
分
に
「
者
也
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈱
　
男
子
告
レ
女
言
。
宿
世
相
催
。
今
日
遇
レ
君
二
。
共
二
欲
二
交
通
弔
女
人
語
二
此
人
ペ
此
事
非
レ
難
。
錐
レ
可
レ
随
二
君
情
可
若
与
レ
我
交

通
。
君
命
嘗
こ
損
死
冒
疋
故
二
不
レ
受
也
。
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
巻
下
、
第
一
二
七
、
朱
雀
大
路
野
干
）



好
　
男
、
女
。
云
ク
、
「
可
然
ク
テ
、
如
此
ク
来
り
会
ヘ
リ
。
同
ジ
心
二
可
思
キ
也
。
君
、
我
ガ
云
ハ
ム
事
二
随
へ
。
此
レ
、
懲
二
思
7
割
也
l
」
ト
。
女

ノ
云
ク
「
此
レ
、
可
辞
キ
事
。
非
ズ
云
ハ
ム
事
。
可
レ
随
シ
ト
云
㌫
我
レ
若
シ
、
君
ノ
云
ハ
ム
事
。
随
宣
命
ヲ
失
ハ
ム
事
疑
ヒ
元
キ
也
」
ト
。
（
巻

一
四
、
第
五
語
）

今
昔
説
話
は
、
傍
線
部
「
君
、
我
ガ
云
ハ
ム
事
二
随
へ
。
此
レ
、
惣
二
思
フ
事
也
」
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
の
成
り
行
き
に
自
然
さ
を

脅
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
部
分
に
「
事
也
」
が
、
又
、
原
拠
の
「
此
事
非
レ
難
」
を
日
本
語
文
化
す
る
と
こ
ろ
に
、
「
事
二
非
ズ
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

㈱
　
仏
言
。
夫
人
学
道
。
心
著
貪
欲
不
顧
後
世
焼
身
之
禍
。
我
今
将
汝
上
天
道
観
。
宜
自
尊
心
勿
懐
恐
怖
。
（
経
律
異
相
巻
第
七
、
難
陀
出
家
八
）

訂
　
仏
、
難
陀
l
有
給
バ
ク
、
「
汝
ヂ
道
ヲ
学
セ
ヨ
、
後
世
ヲ
不
顧
誓
極
テ
愚
ナ
ル
劃
嘲
。
我
レ
汝
ヲ
天
上
二
将
テ
行
テ
令
兄
ム
」
ト
宣
テ
（
巻
一
、

第
一
八
語
）

右
で
は
、
原
拠
の
「
焼
身
之
禍
」
を
「
極
テ
愚
ナ
ル
事
也
」
に
変
改
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
そ
こ
に
「
事
也
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

㈹
　
索
隠
白
、
燕
丹
求
レ
帰
、
秦
王
日
、
烏
頭
白
、
馬
生
レ
角
、
乃
許
耳
、
丹
乃
仰
レ
天
歎
、
烏
頭
即
白
、
馬
亦
生
レ
角
、
風
俗
通
及
論
衡
皆
有
二

此
説
↓
　
（
増
訂
史
記
評
林
巻
八
六
、
一
九
丁
）

紺
　
猶
、
泣
キ
悲
ム
デ
、
返
ラ
ム
事
ヲ
請
。
、
国
王
ノ
宣
バ
ク
、
「
汝
ヂ
然
ラ
バ
自
キ
烏
ノ
頭
白
キ
、
馬
ノ
角
生
㌘
我
レ
。
令
兄
メ
ヨ
。
其
ノ
時
。
許
シ
テ

汝
ヲ
返
け
ム
。
」
燕
丹
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
泣
キ
悲
ム
デ
天
二
仰
テ
願
フ
こ
、
忽
二
白
キ
烏
ノ
頭
ヲ
得
タ
リ
。
地
二
伏
テ
請
フ
二
、
角
生
タ
ル
馬
来
レ
リ
。
此

レ
ヲ
得
テ
、
国
王
二
申
ス
こ
、
国
王
、
奇
異
ノ
事
也
ト
思
テ
、
速
二
燕
丹
ヲ
返
シ
許
シ
ツ
。
（
巻
一
〇
、
第
三
九
語
）

右
の
今
昔
説
話
は
、
原
拠
の
表
現
に
対
し
て
多
少
の
肉
付
け
が
見
ら
れ
は
す
る
が
、
ほ
ぼ
対
訳
に
近
い
。
た
だ
、
傍
線
部
は
今
昔
の
新
た

な
付
加
と
見
ら
れ
、
そ
こ
に
「
事
也
」
が
見
え
る
。

C
　
構
成
の
変
改

（
会
話
の
挿
入
）

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

ハ

　

テ

　

ケ

ル

　

　

ノ

　

ヲ

価
　
時
亀
喜
而
言
汝
是
実
者
也
。
吾
倶
返
ラ
ム
令
得
其
肝
当
時
亀
背
乗
テ
如
本
返
山
可
（
注
好
運
下
、
1
3
ウ
「
猿
　
退
　
嘲
　
海
底
　
菓
一
」
第
一

三
）

紺
　
亀
、
猿
ノ
云
フ
事
ヲ
実
卜
信
ジ
テ
「
然
ラ
パ
イ
ザ
将
還
㌘
肝
ヲ
取
テ
得
サ
セ
給
へ
」
ト
云
ヘ
パ
猿
「
其
ハ
糸
安
キ
割
嘲
。
有
ッ
ル
所
等
行
着
ナ
バ

、
事
ニ
モ
非
ヌ
劃
咄
」
卜
云
ヘ
パ
、
亀
、
前
ノ
如
ク
背
二
乗
セ
テ
本
ノ
所
二
至
ヌ
。
（
巻
五
、
第
二
五
語
）

原
拠
に
は
無
い
会
話
が
今
昔
説
話
に
挿
入
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
事
也
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

挿
入
さ
れ
る
の
は
会
話
に
限
ら
ず
、
心
話
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
心
話
の
挿
入
）

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

　

　

　

ヲ

　

　

ム

　

ラ

　

　

　

　

ヲ

㈹
　
此
　
武
者
也
普
　
天
有
十
之
日
一
為
天
下
一
有
　
大
早
一
即
養
由
射
－
落
　
九
之
日
一
即
令
　
有
　
此
一
之
日
一
也
（
注
好
選
上
、
2
6

ハ

イ

ル

　

ヲ

ウ
「
養
由
　
射
日
二
第
六
九
）

脚
　
養
由
心
。
思
ハ
ク
「
天
。
ハ
日
一
出
ル
、
此
レ
人
ノ
業
力
。
依
テ
有
ル
劃
嘲
。
而
慧
7
、
十
ノ
日
俄
。
出
タ
リ
。
（
略
）
」
ト
思
テ
、
養
由
、
弓
ヲ

取
テ
、
箭
ヲ
矯
テ
天
二
向
′
テ
日
ヲ
射
ル
二
、
九
ノ
日
ヲ
射
落
ル
㌣
本
ノ
一
ノ
ロ
バ
、
天
二
在
シ
テ
照
ス
事
、
本
ノ
如
シ
。
（
巻
一
〇
、
第
一
六
語
）

挿
入
さ
れ
た
心
話
に
　
「
事
也
」
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
原
拠
に
は
無
い
会
話
や
心
話
が
今
昔
説
話
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
例
は
少
な

く
な
い
。

一
方
、
構
成
の
変
改
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
原
拠
に
既
存
の
会
話
に
、
今
昔
が
詞
を
加
え
、
そ
こ
に
「
事
也
」
　
の
見
え
る
事
例
の
存
す

る
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
次
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

ヤ
ト
テ
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
ア
リ
テ
　
　
ハ
レ
　
　
　
　
テ
　
　
テ
、
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ト
　
　
ニ
　
　
ム
ハ
　
　
　
　
ハ
ケ
ル
　
タ
テ
　
ィ
テ
　
　
　
　
ヲ

個
　
即
　
宿
　
猪
君
家
二
一
月
　
　
天
晴
雨
止
　
出
　
行
　
時
語
猪
君
二
云
与
吾
　
命
一
共
　
惜
　
所
ノ
帯
】
釣
也
戟
謀
叛
一
還

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

キ

　

ツ

ル

キ

ヲ

ラ
ム
ニ
必
ユ
酎
ム
此
ノ
叙
一
（
注
好
選
上
、
㌘
ウ
「
紀
札
懸
轍
一
」
第
七
三
）

紗
　
猪
君
ト
云
7
人
ノ
家
二
宿
ヌ
。
二
月
ヲ
経
テ
、
雨
止
ミ
天
晴
レ
テ
後
、
猪
君
が
家
ヲ
出
デ
、
行
ム
ト
為
ル
二
、
紀
札
、
猪
君
二
語
テ
云
ク
「
我
レ

、
君
が
家
二
宿
シ
テ
既
二
月
来
ヲ
経
タ
リ
此
レ
恩
ヲ
可
報
キ
朝
地
。
而
ル
二
、
我
レ
命
ト
共
二
惜
ム
物
有
り
、
此
ノ
帯
セ
ル
叙
也
。
此
レ
ヲ
君
二
与



ト
ム
思
フ
。
而
ル
二
、
我
レ
、
洲
こ
行
テ
謀
叛
ノ
者
ヲ
畢
ア
還
ラ
ム
時
二
、
此
レ
ヲ
与
ト
ム
」
云
テ
出
デ
、
行
ヌ
。
（
巻
一
〇
、
第
二
〇
語
）

傍
線
部
分
が
、
今
昔
に
お
け
る
付
加
部
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
事
也
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
地
の
文
を
会
話
に
変
換
）

原
拠
が
地
の
文
で
あ
る
と
こ
ろ
を
今
昔
説
話
で
は
会
話
に
改
め
て
い
る
例
が
存
す
る
。

軸

　

①

人
々
奇
念
。
事
由
申
守
。
或
人
白
云
。
可
レ
殺
二
此
蛇
一

守
即
制
止
シ
テ
不
レ
令
レ
殺
レ
蛇
。
守
発
二
祈
詞
t
。
（
大
日
本
国
法
華
経

験
記
巻
下
、
一
二
五
「
信
乃
国
蛇
凧
」
）

㈹
　
「
此
レ
極
テ
惟
キ

劃
也
。
此
レ
ヲ
殺
け
ム
」
云
ヘ
パ

守
ノ
云
ク
、
「
更
二
不
可
殺
ズ
。
此
レ
、
定
テ
様
有
ル
事
け
ラ
ム
」
云
テ
、
心
ノ
内
二
念

ジ
祈
ル
様
（
巻
一
四
、
第
二
語
）

右
の
原
拠
㈹
が
地
の
文
で
あ
る
①
②
は
、

今
昔
説
話
伸
で
は
①
②
に
見
る
如
く
、
共
に
会
話
文
に
変
改
さ
れ
、
且
つ
①
は
「
事
也
」
、

②
は
「
事
ナ
ラ
ム
」
に
よ
っ
て
文
が
統
括
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
会
話
を
心
話
に
変
換
）

㈹
億
悠
；
昔
．
香
り
悲
を
別
一
つ
と
（
キ
）
に
畢
族
∵
璽
ヨ
人
し
て
璽
ノ
中
つ
）
に
票
キ
範
∵
聖
パ
）
軋
討
可
・
ポ
リ
パ
鴫
に

必
（
ズ
）
郡
㌦
ム
　
恩
を
（
白
氏
文
集
巻
三
、
上
陽
白
髪
人
）

ウ

ケ

タ

マ

ハ

リ

ナ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ラ

ム

脚
家
ノ
人
ハ
、
参
り
給
ヒ
シ
聖
聖
ハ
、
「
我
ガ
君
、
内
二
参
り
（
軽
）
ナ
バ
、
我
等
ハ
必
ズ
恩
ヲ
可
蒙
キ
者
也
」
ト
思
霊
、
本
意
元
ク
思

ヶ
ル
事
元
限
シ
。
（
巻
一
〇
、
第
六
語
）

右
は
、
白
氏
文
集
で
会
話
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
今
昔
で
は
心
話
に
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

（
説
話
内
容
の
詳
密
化
）

㈹
　
悪
臣
立
計
欲
除
太
子
。
啓
太
子
日
。
王
病
須
薬
薬
不
可
得
。
太
子
間
日
。
為
是
何
物
。
答
日
。
是
不
瞑
人
。
限
晴
及
髄
。
若
得
此
薬
王
命
必
全

。
太
子
日
。
（
我
身
似
是
。
其
人
即
辞
其
母
。
井
集
諸
小
国
王
。
自
宣
令
言
。
（
経
律
異
相
巻
三
二
忍
辱
為
父
殺
身
三
）

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠

二
三

0
①



鎌
・
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

㈹
一
人
ノ
医
師
有
テ
云
ク
『
生
鍔
以
来
露
許
モ
瞑
意
ヲ
不
発
ザ
ル
人
ノ
眼
及
ビ
骨
髄
ヲ
取
テ
和
合
シ
テ
付
バ
王
ノ
御
病
ハ
即
チ
喩
け
ム
二
五

フ
。
黍
リ
ト
云
等
、
仏
ヨ
リ
外
。
ハ
誰
人
力
瞑
意
ヲ
不
発
ザ
ル
者
ハ
有
れ
ご
甚
ダ
難
有
キ
剖
嘲
』
ト
云
ヒ
歎
ク
程
。
》
此
ノ
太
子
、
此
ノ
事
ヲ

聞
テ
、
（
『
我
。
ソ
未
ダ
瞑
意
ヲ
不
発
ザ
ル
劃
㌣
』
思
テ
母
ノ
后
キ
ニ
向
テ
云
ク
『
生
ル
者
ハ
必
ズ
減
ス
、
相
ヘ
ル
者
ハ
定
メ
テ
離
ル
。
（
下
略
）

（
巻
二
、
第
四
語
）

原
拠
と
さ
れ
る
経
律
異
相
の
文
章
は
、
こ
の
場
合
、
説
話
の
骨
組
み
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
今
昔
説
話
は
、
傍
線
部
①

に
対
し
て
釘
に
見
ら
れ
る
如
く
、
あ
る
い
厄
又
、
《
　
》
に
括
っ
た
部
分
の
示
す
如
く
、
説
話
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
見
事
に
描
い
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
部
分
に
「
事
也
」
「
者
ナ
リ
」
が
姿
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

師
募
寛
猪
母
即
応
産
者
。
語
第
二
夫
人
百
。
脚
是
年
少
甫
爾
①
始
産
不
可
露
面
視
天
。
以
被
覆
面
。
②
却
要
笥
刻
判
矧
判
。
③
剋
矧
児
－
封

殺
之
即
以
猪
子
著
其
辺
。
便
罵
言
。
汝
云
営
為
王
生
金
色
之
子
。
何
故
生
猪
。
便
取
輪
頭
拍
。
（
中
略
）
王
発
信
宿
間
比
丘
言
。
殺
八
万
四
千
夫

大
罪
可
得
墳
不
。
道
人
言
。
④
劃
刹
大
迫
」
廟
。
塔
下
著
二
等
利
。
⑤
嘲
呵
矧
鋤
珊
瑚
。
（
法
苑
珠
林
巻
三
七
、
敬
塔
篇
第
三
五
、
引
証
部
第
二
）

抑
　
此
ノ
乳
母
ノ
后
二
教
フ
ル
様
、
「
（
産
ス
ル
時
ニ
ハ
物
ヲ
不
見
ヌ
事
也
。
衣
↓
引
纏
テ
有
レ
バ
産
ハ
安
キ
也
」
ト
教
㌢
后
教
霊
随
テ
衣
ヲ
引

墾
ア
物
モ
不
見
ズ
。
而
ル
程
。
御
子
平
。
生
レ
給
へ
リ
。
后
見
給
へ
バ
、
。
実
。
金
色
ナ
ル
光
ヲ
放
ッ
男
子
生
給
ヘ
リ
。

彗
簡
甥
ル
轟
㌢

乳
母

其
ノ
生
帰
御
子
ヲ
バ
物
。
押
合
テ
取
テ
猪
ノ
子
。
費
へ
ツ
。
大
王
。
ハ
「
猪
ノ
子
ヲ
ナ
ム
生
ミ
給
ト
ル
」
申
雫
レ
大
王
聞
キ
給
テ
、

「
此
レ
、
l
剖
司
4
刻
司
刀
劃
嘲
」
ト
テ
、
后
ヲ
パ
他
国
二
流
シ
遣
シ
ツ
。
（
中
略
）
其
ノ
後
、
情
思
フ
二
、
「
何
二
此
ノ
罪
重
雪
地
獄
ノ
報
ヲ
パ
何
デ
カ

可
免
キ
」
」
思
ヒ
歎
．
テ
、
近
議
ト
云
フ
羅
漢
ノ
比
丘
有
り
、
其
ノ
人
二
大
壬
、
此
事
ヲ
間
給
へ
バ
羅
漢
申
テ
云
ク
、
「
実
二
此
ノ
罪
重
㌢
難
免

㌶
。
但
シ
　
后
一
人
。
一
ノ
塔
ヲ
充
テ
ミ
八
万
四
千
ノ
塔
ヲ
立
給
へ
。
（
其
㌢
地
獄
ノ
苦
ハ
免
レ
給
ハ
ム
。
塔
ヲ
立
ル
功
徳
ハ
只
戯
レ
。

石
ヲ
重
ネ
木
ヲ
彫
㌢
ソ
不
可
思
議
ナ
ル
劃
。
何
況
ヤ
、
法
ノ
如
ク
其
ノ
員
ノ
塔
ヲ
立
給
誓
、
罪
ヲ
免
給
ハ
ム
事
疑
ヒ
元
カ
ラ
ム
」
ト
。
（
巻
四
、

第
三
語
）

右
肺
伸
の
前
段
（
「
中
略
」
ま
で
）
を
互
に
比
べ
て
み
る
の
に
、
全
般
的
に
今
昔
説
話
の
描
写
が
細
部
に
亘
っ
て
お
り
、
①
と
頃
②
と
釘
、



③
と
紗
と
は
、
そ
の
対
応
が
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
原
拠
の
方
に
対
応
箇
所
が
存
在
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
明
瞭
で
な
い
太
傍
線

の
部
分
に
「
こ
と
な
り
」
の
現
わ
れ
る
の
は
印
象
的
で
あ
り
、
①
の
「
不
可
露
面
視
天
」
に
対
応
す
る
今
昔
説
話
が
①
「
物
ヲ
不
見
ヌ
事
也
」

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
「
不
可
」
と
「
事
也
」
と
に
意
味
の
強
さ
を
共
通
し
て
感
得
し
う
る
よ
う
で
あ
る
。

後
段
に
お
い
て
は
、
両
説
話
の
対
応
表
現
は
精
々
④
と
釘
、
⑤
と
⑳
く
ら
い
で
あ
っ
て
、
大
阿
育
王
経
説
話
に
比
し
て
今
昔
説
話
の
方
が
、

は
る
か
に
詳
密
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
部
分
に
「
者
也
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
比
較
的
簡
略
で
あ
る
原
拠
が
、
今
昔
説
話
に
お
い
て
独
自
に
拡
幅
さ
れ
て
詳
密
化
し
、
そ
の
部
分
に
「
こ
と
な
り
」
「
も
の

な
り
」
　
の
見
ら
れ
る
例
は
少
な
く
な
い
。

（
注
文
付
加
）

（3）

こ
こ
に
「
注
文
」
と
は
、
今
昔
説
話
末
に
加
え
ら
れ
て
い
る
、
批
判
、
教
訓
、
説
話
の
解
説
等
を
内
容
と
す
る
独
自
の
文
章
を
指
す
。

テ

　

　

ヲ

　

　

レ

　

　

ヲ

　

ニ

㈹
…
虎
知
二
其
恩
一
恒
送
二
死
康
一
遂
　
得
二
大
富
一
也
。
（
船
橋
本
孝
子
伝
上
㈹
）

吋
＝
天
ノ
授
ケ
給
ヘ
ル
富
也
ト
知
ヌ
。
然
レ
バ
、
父
母
。
孝
ス
ル
事
ハ
、
天
ノ
哀
ビ
給
フ
割
也
l
。
不
孝
ノ
人
ヲ
バ
、
天
、
皆
、
憎
ミ
給
7
割
倒
。
亦
自
然

ラ
人
有
テ
生
命
ヲ
害
㌢
見
合
ハ
ご
必
ズ
可
助
救
キ
割
判
㌘
語
り
伝
写
ト
ヤ
。
（
巻
九
、
第
八
語
）

右
で
は
㈹
が
原
拠
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
今
昔
で
は
岬
に
見
る
如
く
、
説
話
の
後
に
「
然
レ
バ
…
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
」
形
式
の
注

文
が
加
え
ら
れ
、
そ
こ
に
相
次
い
で
「
事
也
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
を
持
つ
注
文
の
み
を

若
干
掲
げ
て
お
こ
う
。

其
ノ
後
、
元
益
ノ
劃
嘲
ド
テ
地
獄
ヲ
壊
チ
給
㍍
リ
ト
語
り
伝
写
ト
ヤ
。
（
巻
四
、
第
五
語
）

然
レ
バ
悪
シ
キ
事
ト
善
キ
事
ト
ハ
、
差
別
有
ル
事
元
、
只
同
ジ
割
嘲
。
（
巻
五
、
第
三
語
）

智
恵
有
ル
ト
元
キ
ト
、
心
利
卜
遅
㌣
顕
ハ
ニ
騒
キ
物
也
㌶
ト
語
り
伝
写
ト
ヤ
。
（
巻
四
、
第
二
五
語
）

此
レ
ヲ
思
フ
。
、
人
ノ
家
。
牛
・
馬
・
犬
等
ノ
畜
ノ
来
鴬
ヲ
皆
、
前
世
ノ
契
有
ル
朝
風
ト
知
テ
、
強
。
打
チ
責
ム
ル
事
ヲ
バ
可
止
㌘
ナ
語
り
伝
写

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ト
ヤ
。
（
巻
一
二
、
第
二
五
語
）

童
部
ナ
レ
ド
モ
此
ク
賢
ク
奴
ハ
難
有
キ
都
側
。
（
巻
二
三
、
第
〓
ハ
語
）

（
著
し
い
潤
色
）

㈹
　
又
膏
雑
誓
喩
経
云
。
昔
有
一
篭
遭
遇
枯
早
湖
乾
靖
。
（
下
略
。
全
文
八
八
字
）
　
（
法
苑
珠
林
巻
四
六
、
思
慎
篇
慎
過
部
第
五
）

脾
　
今
昔
、
天
竺
二
世
間
早
嘩
ソ
テ
天
下
二
水
絶
テ
青
キ
草
葉
モ
元
キ
時
有
ケ
リ
。
共
時
二
一
ノ
池
有
り
。
其
ノ
池
二
一
ノ
亀
住
ム
。
池
ノ
水
、

早
失
テ
、
其
亀
可
死
シ
。
（
中
略
）
我
等
二
シ
テ
木
ノ
本
末
ヲ
的
へ
テ
将
行
㌣
思
フ
こ
、
汝
ハ
本
ヨ
リ
極
テ
物
痛
ク
云
フ
酬
倒
。
（
中
略
）
鶴
ノ

「
付
ヌ
ル
痢
ハ
不
失
ヌ
嘲
也
l
、
汝
ヂ
猶
信
ゼ
ジ
」
ト
。
（
下
略
）
（
巻
五
、
第
二
四
語
）

日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
今
昔
物
語
集
二
三
九
〇
頁
、
本
譜
の
頭
注
に
よ
れ
ば
、
「
本
集
で
は
大
い
に
潤
色
を
施
し
て
あ
り
、
説
話
と
し

て
の
成
長
を
見
る
に
足
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
小
稿
の
「
説
話
内
容
の
詳
密
化
」
　
の
例
と
し
て
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
そ
の
潤
色
の

施
さ
れ
た
部
分
に
「
も
の
な
り
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
煩
わ
し
い
ま
で
に
事
例
を
引
い
て
説
明
し
て
き
た
。
そ
れ
を
纏
め
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

1
　
次
の
場
合
に
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
が
現
わ
れ
る
。
ど
の
場
合
に
も
殊
に
「
こ
と
な
り
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

イ
　
原
拠
に
無
く
、
今
昔
説
話
に
新
た
に
付
加
さ
れ
た
会
話
、
心
話
及
び
注
文
。

ロ
　
原
拠
の
漢
文
を
対
訳
的
に
日
本
語
文
化
す
る
場
合
。

ハ
　
原
拠
の
内
容
が
今
昔
説
話
で
拡
幅
さ
れ
潤
色
が
施
さ
れ
る
場
合
。

こ
　
原
拠
の
地
の
文
が
今
昔
説
話
で
会
話
化
、
あ
る
い
は
心
話
化
さ
れ
る
場
合
。

2
　
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
は
、
特
に
会
話
や
心
話
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

3
　
「
も
の
な
り
」
は
「
こ
と
な
り
」
に
比
べ
て
事
例
が
少
な
く
、
原
拠
に
既
に
見
ら
れ
る
例
が
有
る
。



四
、
結
び
に
代
え
て
ー
　
〓
ノ
の
推
論

前
節
ま
で
に
述
べ
て
き
た
今
昔
説
話
所
用
の
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
表
現
に
、
何
ら
か
の
意
味
付
け
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
原
拠

と
の
関
係
に
結
び
つ
け
て
考
え
て
み
る
の
が
、
や
は
り
一
つ
の
道
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
の
第
一
群
（
巻
一
か
ら
巻
九
ま
で
）
は
、
そ
の
典
拠
の
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
原
拠
の
漢
文
を
日
本
語
文
化
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の
上
に
潤
色
を
施
す
過
程
に
お
い
て
、
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
が
文
章
中
に
自
然

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
何
故
に
第
一
群
に
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
が
少
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
思
う
に
日
本
語
文
化
す
る
と
は
言
う
も
の
の
、
や
は
り
原
拠
が
漢
文
で
あ
る
こ
と
の
制
約
か
ら
完
全
に
解
き
放
た
れ
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
「
こ
と
な
り
」
の
第
三
群
（
巻
一
九
か
ら
巻
三
一
）
、
「
も
の
な
り
」
の
第
三
群
（
巻
二
八
か
ら
巻
三
一
）
は
、
本
朝
部
の
中
で
も
典
拠
の

詳
か
で
な
い
説
話
が
殆
ど
を
占
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
説
話
の
原
拠
と
な
る
も
の
が
、
も
と
も
と
日
本
語
文
の
文
献
で

あ
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
ロ
語
り
の
伝
承
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
原
拠
そ
の
も
の
に
、
「
こ
と
な
り
」
や
「
も
の
な
り
」
、
と
り
わ
け
「
こ
と

な
り
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

震
旦
部
で
あ
り
な
が
ら
、
巻
一
〇
だ
け
が
本
朝
部
の
諸
巻
と
共
に
第
二
群
に
配
せ
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
巻
一
〇
は
巻
九
ま
で
と
異
な
り
、
典
拠
の
詳
か
で
な
い
説
話
が
約
半
数
を
占
め
、
他
の
半
数
に
も
、
か
な
り
複

（4）

雑
な
事
情
が
存
在
す
る
よ
う
に
察
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
池
上
拘
一
氏
の
次
の
言
葉
に
注
目
し
た
い
。

（
今
昔
撰
者
が
見
た
『
荘
子
』
は
）
文
体
や
表
現
も
完
全
に
日
本
語
文
（
仮
名
文
）
化
さ
れ
て
い
た
荘
子
説
話
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
巻
一

〇
に
集
め
ら
れ
た
震
且
の
世
俗
説
話
四
〇
話
は
、
す
べ
て
、
こ
の
荘
子
説
話
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
日
本
化
し
た
説
話
資
料
に
拠
っ
て
お

り
、
歴
と
し
た
漢
籍
に
は
何
ひ
と
つ
接
し
た
痕
跡
が
な
い
。

今
昔
物
語
集
の
表
現
と
原
拠
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二
八

そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
こ
と
な
り
」
第
二
群
の
巻
一
二
か
ら
巻
一
六
ま
で
の
諸
巻
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
巻
に
つ
い
て
は
、
日
本
霊

異
記
、
大
日
本
国
法
華
経
験
記
、
日
本
往
生
極
楽
記
、
実
叡
撰
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
な
ど
国
内
の
漢
文
文
献
が
原
拠
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
第
一
群
の
天
竺
震
且
説
話
の
場
合
と
も
、
又
、
第
三
群
の
原
拠
未
詳
の
本
朝
説
話
の
場
合
と
も
異
な
る
独
自
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
も
の
な
り
」
　
に
つ
い
て
は
、
巻
一
〇
か
ら
巻
二
七
ま
で
と
い
う
多
く
の
巻
々
の
間
に
、
「
こ
と
な
り
」
　
の
場
合
ほ
ど
の
顕
著
な
変
化
が
認

め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
「
も
の
な
り
」
の
総
数
が
「
こ
と
な
り
」
の
三
分
の
一
に
も
及
ば
な
い
こ
と
と
関
係
が
有
る
の
で
あ
ろ
う
。

今
昔
説
話
の
原
拠
に
論
及
す
る
こ
と
は
、
筆
者
の
如
き
門
外
漢
の
よ
く
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
小
稿
は
、
も
と
よ
り
原
拠
そ
の
こ

と
を
論
ず
る
の
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
今
昔
説
話
の
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
表
現
の
抱
え
た
問
題
を
、
原
拠
説
と
の
関
連
に
お

い
て
些
か
考
察
し
た
次
第
で
あ
る
。

注今
昔
物
語
集
の
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
　
（
全
五
冊
）
　
に
拠
り
、
（
　
）
　
に
巻
・
語
・
貢
・
行
を
記
し
た
。

（
1
）
　
東
辻
保
和
「
中
世
に
お
け
る
『
こ
と
な
り
』
『
も
の
な
り
』
表
現
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
語
史
へ
の
道
』
上
、
昭
和
五
六
年
六
月
）
。

（
2
）
　
上
田
設
夫
「
日
本
霊
異
記
と
仏
典
」
　
（
『
国
語
国
文
』
昭
和
六
〇
年
八
月
号
）
。
な
お
、
ほ
ぼ
同
様
の
趣
旨
が
、
竹
村
信
治
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部

に
お
け
る
説
話
定
着
の
一
方
法
－
大
唐
西
域
記
と
今
昔
物
語
集
の
関
係
－
」
　
（
『
古
代
中
世
国
文
学
』
第
二
号
、
昭
和
五
四
年
九
月
）
　
に
見
ら
れ
る
。

（
3
）
　
松
尾
　
拾
『
今
昔
物
語
集
注
文
の
研
究
－
用
語
の
類
義
関
係
の
研
究
に
基
い
て
－
』
　
（
昭
和
五
七
年
五
月
、
桜
楓
社
）
参
照
。

（
4
）
　
池
上
拘
一
『
「
今
昔
物
語
集
」
　
の
世
界
』
　
（
昭
和
五
八
年
八
月
、
筑
摩
書
房
）
一
九
三
頁

（
追
記
）
　
図
表
の
転
載
を
お
許
し
下
さ
れ
た
山
田
忠
雄
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。




